
令和元年度 横浜市学力・学習状況調査（３年） 結果報告と今後の課題  

 
子どもたち一人ひとりが目標に到達しているかを調査する「横浜市学力・学習状況調査」が３学年を対象に

11 月に実施されました。先日、横浜市教育委員会から公表された調査（学習状況、生活・学習意識）の結果を
お知らせいたします。  

〈学習状況調査の結果（通過率％）〉 
 

 
 
 
 

各教科のほとんどの観点で横浜市の平均を上回る結果となりました。活用問題や領域によっては課題がみられ
る部分がありました。個人の結果を見直して、これからの学習につなげてください。 

 

〈教科ごとの学習状況の結果〉 
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〈生活・学習意識調査の結果〉 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合計した割合 

質 問 項 目 旭 中 （２年次） 市平均 （２年次） 

①勉強は好きですか。 25％ （20％） 39％ （38％） 

②学校の授業は分かりやすいですか。 71％ （60％） 67% （63％） 

③授業では、自分の考えを発表していますか。   49％ （43％） 57％ （51％） 

④人とコミュニケーションをとることが好きですか。  71％ （67％） 85％ （83％） 

⑤自分にはよいところがあると思いますか。  63％ （59％） 73％ （69％） 

⑥人の気持ちを考えて行動するようにしていますか。  89％ （93％） 94％ （93％） 

⑦いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。 88％ （85％） 93％ （94％） 

⑧誰かの役に立つ人になりたいと思いますか。  87％ （88％） 92％ （90％） 

 旭中として主な指標として考えている項目を挙げています。多くの項目で２年次より改善していますが、まだ市

平均を下回っている項目がほとんどです。今後も教育活動を工夫し、人との関わりの中で自己有用感がもてるよう

な取組を行っていきたいと考えています。 

 すべての観点で市の平均通過率を上回りました。昨年度の状況調査の反省から、さまざまな資料に触れ、分かること
を読み取り、そこから考えをレポートなどにまとめたり、発表したりする活動を授業に多く取り入れてきました。また、
プリントを利用し、学習した内容を確認する時間を確保できたことにより、知識の定着につながったと考えられます。
さまざまな社会的事象に関し、資料などを通して、自分の考えを表現する力を身につけさせる授業づくりを進めるなか
で、社会的事象に対する興味をさらに深められるように、取り組んでいきたいと思います。  

「話すこと・聞くこと、読むこと、言語についての知識・理解・技能」の３つの観点で市の平均通過率を上回ってお
り、基礎・基本はおおむね定着していると考えられます。一方、「書くこと」の観点では、特に、「書いた文章を読み
返し、内容の要約を短文で書く」設問で課題が見られました。「書く力」をより高めるために、情報を編集して文章に
まとめるなど、伝えたいことを整理して書くことに力を入れて取り組んでいきたいと考えています。 

 

 

 

すべての観点で市の平均通過率を上回りました。特に「技能」と「知識・理解」の観点で高い通過率でした。生徒が主体
的に授業に取り組めるよう、授業に実物や実験を多く取り入れたことが、技能や知識の定着につながったと考えられます。
引き続き、生徒が主体的に取り組めるように授業を工夫していくとともに、授業の中で科学的事象を分析・解釈するための
活動を増やすことで、思考力・表現力をさらに高められるように取り組んでいきたいと思います。 

 

すべて観点で市の平均通過率を上回りました。特に、技能と知識・理解では高い通過率でした。３年間の授業を通して
学習プリントを利用し、問題演習の時間を多く確保できたことが技能と知識の定着につながったと考えられます。一方、
見方・考え方の問題は、読解力や思考力、さらに表現力が必要な問題が出題されていました。思考力・表現力を育成する
ために、今後も説明し合う活動を積極的に取り入れるなど授業改善に取り組んでいきたいと考えています。 

 

 

 

すべての観点で市の平均通過率を上回りました。基礎・基本問題は多くの設問で市の平均を上回っており、授業の中
で要点をしぼって話したり、聞いたりすることに重点を置いてきた成果が見られました。活用問題においても全体的に
は市の平均を上回っていますが、「状況や会話の流れから判断し、適切に応じる」ことが求められる設問で市の平均を
下回りました。引き続き、「話す」「聞く」を大切にしながら、コミュニケーション活動の中で、会話の流れやその場
の状況に応じた適切な対応ができるように取り組んでいきたいと思います。 

 

 

 

観点 話す・聞く 書く 読む 知識・理解 思考・判断 技能 知識・理解 見方・考え方 技能 知識・理解 思考・表現 技能 知識・理解 表現 理解（聞く） 理解（読む） 知識

本校 79.5 55.0 66.6 66.2 54.0 65.3 68.0 43.0 76.1 79.5 58.5 72.9 70.7 48.9 69.0 72.7 51.7

市 77.5 55.1 60.0 55.9 43.7 58.4 65.0 38.1 69.4 71.4 53.9 62.5 59.7 46.9 67.7 71.0 49.9
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